
メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。

第２５回しょさんべつ桜まつり（５月１５日第２５回しょさんべつ桜まつり（５月１５日））



隠

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

収入済額予 算 額

⑧
⑦

①①

②

⑤

⑤

④

④
③

③
⑨

⑨

⑥

【一般会計・歳入】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
収　入　済　額

予 算 額
１０～３月４～９月合　計
５０２，３８７１，０７９，５９９１，５８１，９８６１，５８１，９８６地方交付税①

０００２９０，０００村債②
９０，３７４２１，２５６１１１，６３０１９６，４９７国庫支出金③
４６，４３５７３，７２１１２０，１５６１２０，１４３村税④
６７，４６４２２，０２０８９，４８４９０，７９７諸収入⑤
４８，５１３２０，６４５６９，１５８７９，０００道支出金⑥
２４，８６０２２，５３５４７，３９５４８，９２４使用料及び手数料⑦
２６，９８９１１，０９２３８，０８１３８，０１５地方譲与税⑧
４０，９５４５５，４１３９６，３６７９７，９４５その他⑨

０３１，７６１３１，７６１３１，７６１繰越金
１１，０７８１５，５１１２６，５８９２６，５８９地方消費税交付金
１８，７０４０１８，７０４１８，７０６繰入金
４，４３２５，５４６９，９７８１１，５３０財産収入
３，９８３１，７７１５，７５４５，７５４自動車取得税交付金
１，２４５１５０１，３９５１，３９７寄附金
６３９４１６１，０５５１，０５４分担金及び負担金
３８５６５４５０４５０配当割交付金
３７６０３７６３７６株式等譲渡所得割交付金
１１２１１２２２４２４６利子割交付金
０８１８１８１地方特例交付金
０００１交通安全対策特別交付金

８４７，９７６１，３０６，２８１２，１５４，２５７２，５４３，３０７歳入合計
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【一般会計・歳出】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
支　出　済　額

予 算 額
１０～３月４～９月合　計

２５４，１６５２６０，７８７５１４，９５２５２５，０３９衛生費①

１８２，０９９１６１，７０１３４３，８００４４７，３２２諸支出金②

２００，６２６１２５，２３６３２５，８６２３３３，２６６民生費③

１６７，７７０３８，７０６２０６，４７６２４９，５９２土木費④

１１３，１６１１１３，２５０２２６，４１１２２６，５０３公債費⑤

５８，１９４５２，４７９１１０，６７３２１７，８４６総務費⑥

６８，５２０４０，１８３１０８，７０３１５８，０６３教育費⑦

４５，９９８１０７，６２０１５３，６１８１５５，６０３商工費⑧

６０，７５１５１，７９５１１２，５４６１１２，９８４消防費⑨

４５，７３４２３，５７５６９，３０９７３，１４５農林水産費⑩

１８，１４０２０，６８０３８，８２０４３，９４４その他⑪

１５，４２０１８，７７９３４，１９９３４，３８４議会費

２，７２０１，９０１４，６２１４，６５１労働費

０００１災害復旧費

０００４，９０８予備費

１，２１５，１５８９９６，０１２２，２１１，１７０２，５４３，３０７歳出合計

村の財政事情
　村条例に基づき、初山別村各会計に係る平成２７年度の１０月から３月まで（４月１日から９月末日
までについては、平成２７年１２月に公表済）の財政運営について公表するものです。
　平成２７年度の一般会計予算額は２，５４３，３０７千円で、３月末現在における収入済額は、２，１５４，２５７千
円で予算に対する収入割合は８４．７０％となっております。
　収入未済額の主なものは、国庫支出金２４，１４６千円、村債２８４，９００千円であり、出納閉鎖期の５月末
日までに収入される見込みであります。
　また、地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業、村食・情報拠点づくり・地域おこし協力隊
定住起業支援事業の財源となっていることから、国庫支出金３７，３９２千円、村債５，１００千円は翌年度
収入となる見込みです。
　なお、平成２７年度における諸事業は、前述の繰越明許費８５，７０４千円をのぞいて、概ね計画どおり
完了いたしました。
　村の財政運営については、一般会計及び特別会計とも健全化に努めており、今後においても、さ
らなる健全財政を目標とするところであります。
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平成２７年度　一般会計主要事業一覧表
（単位：千円・％）

事　　　業　　　内　　　容進捗率予算額事　　業　　名

＊繰越明許費０１５，２７５
地方公共団体情報セキュリティ強化
対策業務委託事業

村有住宅（３１、３２号）屋根葺き替え１００１，５１２村有住宅屋根改修事業

村有住宅（３７、３８、３９、４０号）屋根塗装１００１，４０４村有住宅屋根塗装事業

村有住宅（７４、７５号）外壁塗装１００２，１３９村有住宅外壁改修事業

幌延留萌間大型乗合バスワンステップ型　２両１００６，１２５沿岸バス車輌購入補助事業

*繰越明許費０５１，２３０ムラカフェ内部改修事業

初山別学園・風連別学園職員住宅　２棟６戸１００６５，０００
初山別学園・風連別学園職員住宅建
築補助事業

窓改修　５箇所１００４，０８８克雪管理センター改修事業

実施設計、工事監理、Ｓ造平屋建
Ｓ造増築建築面積５４４．４１㎡（既存４４０．１３＋増築１０４．２８）

１００５１，６２５ふじみへき地保育所増改築事業

外壁改修A＝２５９㎡、金属製建具改修４箇所１００８，０２５初山別歯科診療所外壁改修事業

レントゲン　一式、診療台１００１８，９７１診療所管理用備品購入事業

工事監理、木造平屋建築面積３３０．７１㎡、レントゲン　一式１００９７，１２０初山別診療所建設事業

建設工事、水処理設備工事、電気設備工事１００１，２１７汚水処理施設共同整備負担金事業

H１５　スラリーストアー１棟１００２６６畜産環境整備リース事業補助事業

草地整備　２３．７７ha１００６，７３５
農業競争力強化基盤整備
負担金事業

パステライザー　１台１００１，１６１
加工試験研究センター
管理用備品購入事業

単層林間伐　５．８０ha１００１，５６６村有林森林環境保全整備事業

３２林班２２小班、作業路８００ｍ１００１６０造林作業路補助事業

床面積１３．５㎡×５棟１００２６，０７２みさき台公園バンガロー建築事業

風除室改修工事、アーケード改修工事１００２７，６５６岬センター改修事業

共同受信施設光ファイバー化改修、豊岬地区全戸及び１部
明里地区を含む（１２５戸）

１００３，９８８
豊岬地区テレビ共同受信施設
光ケーブル化改修補助事業

共同受信施設光ファイバー化改修、豊岬地区全戸及び１部
明里地区を含む（１２５戸）

１００４，２９１
豊岬地区テレビ共同受信施設
光ケーブル化改修負担金事業

除雪トラック　１台１００２７，０００除雪トラック車購入事業

実施設計１００６，８１５
大川橋補修工事実施設計業務
委託事業

コンクリート主桁製作工１００３９，８８２二条橋補修事業

車道幅員５．５０ｍ、L＝１７０．０ｍ１００８，７１６明里台支線改良舗装事業

噴水設備・ろ過設備改修１００７，６２５みさき台公園水辺の広場改修事業

朝日台第１団地６号棟　外壁・屋根・建具改修１００９，５５８村営住宅長寿命化事業改修事業

有明台第１団地３・５号、屋根改修１００２，０７４有明第台１団地屋根改修事業

木造２階建築面積、２２５．２４㎡外構工事一式１００６１，３４４教員住宅建設事業

実施設計１００２，７９７
自然交流センター改修
実施設計業務委託事業

(H２６繰越事業)外壁、屋根、窓改修１００１６，８００克雪管理センター改修事業

(H２６繰越事業)豊岬台２団地６～１０号屋根改修１００４，５９０村営住宅長寿命化事業改修事業

５８２，８２７計



吋

累 計 金 額基金使用件数寄附金額事　　　業　　　名番号
６５０，０００円１１１８０，０００円食のブランド化等特産品開発に関する事業１
６９５，０００円１４１３０，０００円星のむらづくり推進に関する事業２

０円２，０２５，０００円２１９００，０００円健康・福祉の充実に関する事業３
５２０，０６７円１０１２５，０００円森林・水資源等環境保全に関する事業４
２９２，０００円７６０，０００円ふるさとの文化伝承に関する事業５

１，８３２円６７５円運用益収入（預金利子）

２，１５８，８９９円２，０２５，０００円６３１，３９５，６７５円計
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特 別 会 計 の 状 況

【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

収　入　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

１２４，１３５１７８，０８０３０２，２１５３４２，８９１①国民健康保険

７９，６４１８７，８８８１６７，５２９２１１，１１３②簡易水道事業

６４，５１７７０，２８８１３４，８０５１４３，１９５③介護保険

７８，６８１６１，１３９１３９，８２０１４１，２４２④農業集落排水事業

１２，１５３８，２４９２０，４０２２０，７１１⑤後期高齢者医療保険

３５９，１２７４０５，６４４７６４，７７１８５９，１５２歳入合計

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支　出　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

１５７，１２１１４７，８５５３０４，９７６３４２，８９１①国民健康保険

１２９，５４８７６，８０５２０６，３５３２１１，１１３②簡易水道事業

７１，３９５５４，６０４１２５，９９９１４３，１９５③介護保険

７０，９０９６０，２０１１３１，１１０１４１，２４２④農業集落排水事業

１２，７３７７，２１９１９，９５６２０，７１１⑤後期高齢者医療保険

４４１，７１０３４６，６８４７８８，３９４８５９，１５２歳出合計

「初山別村ふるさと応援寄附金」と「初山別村ふるさと応援基金」の状況をお知らせします。

初山別村ふる さ と応援寄附

平成２７年度
寄附金の状況

煙平成２７年度における「初山別村ふるさと応援寄附金」は、３０名の方から
１，３９５，０００円が寄せられました。
　事業別の寄附の内訳は次のとおりです。

煙ご寄附をいただいた方で、お名前の公表についてご了承された皆様
をご紹介します。

お住まいお　名　前お住まいお　名　前
千葉県袖ヶ浦市岩井　和男　様神奈川県秦野市山本　ヤイ　様
埼玉県久喜市山崎　　茂　様三重県四日市市片山　陽子　様
長崎県佐世保市北島　美則　様札幌市白石区吉田　拓生　様
岡山県瀬戸内市尾嵜　淑子　様非公表長坂功・保子　様
非公表廣田　雅紀　様神奈川県横浜市早川　　瞬　様
大阪府堺市池田　公子　様釧路市佐藤　　稔　様
札幌市白石区難波　義和　様非公表山本　直廣　様
札幌市北区水戸　康智　様非公表折舘るみ子　様

非公表鎌田　裕子　様

＊寄附採納日順に掲載しています。

いただいたご寄附は基金に積み立てし、ご寄附の意向に沿い大切に使わせていただきます。

皆様のご支援に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。

平成２７年度

基金の状況

●健康・福祉の充実に関する
事業として「初山別診療所
建設事業」に２，０２５，０００円
を活用させていただきま
した。
●初山別村ふるさと応援基
金の平成２７年度末保有額
は、２，１５８，８９９円となって
おります。今後も個性豊か
で活力あるむらづくりのた
め、「ふるさと応援寄附」を
通じて初山別村を応援し
てください。
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③
新
規
就
農
者
の
支
援

　
農
業
者
の
子
弟
を
含
め
た
研
修
支
援
、
助
成
制
度
に

よ
り
、
就
農
研
修
者
を
１
名
以
上
養
成
を
目
標
と
し
、

集
落
内
の
農
業
生
産
活
動
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

鳥獣害防止対策

　　　　　（共同取組活動）

・猟友会駆除活動費助成

・電牧更新資材費助成

生産性・収益の向上対策

　　　　　（共同取組活動）

・堆肥の運搬助成

１協定数
北海道苫前郡初山別村
初山別村集落

市町村・協定名

２０３．２ha（９５％）田（米）協定面積
２１４．８ha 　１１．６ha（ ５％）畑（牧草）

７５７万円（５３％）個人配分

交付金額
１，４１６万

円

６５９万円（４７％）共同取組活動

４１万円（ ６％）集落の管理体制に係る報酬

３４３万円（５２％）農業生産活動等

１４４万円（２２％）農業生産活動等の体制整備

１３１万円（２０％）その他

農業者（３５）、水利組合（３）、農業生産法人（６）
非農業者（６）

協定参加者

【集落協定の概要】

「しょさんべつ農楽校」

初
山
別
村
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
　

平
成
　
年
度
の
実
施
状
況

２７

農業生産活動等

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
と
は
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
増
加
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に

お
い
て
、
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
生
産
を
維
持
し
、
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
平
地
地
域
と
の
生
産
条
件
の
格
差

を
直
接
支
払
う
制
度
で
す
。
計
画
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
あ
り
、
平
成
　
年
度
は
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

２７

３１

２７

機械の共同化

　　　　　（共同取組活動）

・除雪機導入補助

周辺林地の草刈り

　　　　　（共同取組活動）

延べ１２回、４０人参加



宇

「
し
ょ
さ
ん
べ
つ
桜
ま
つ
り
」
が
５
月

日
東
山
樹
園
に
て
開

　「
し
ょ
さ
ん
べ
つ
桜
ま
つ
り
」
が
５
月
　
日
東
山
樹
園
に
て
開
催催

１５１５

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
協
会
主
催
と
し
て
は
今
年
が
最
後
と
い
う

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
協
会
主
催
と
し
て
は
今
年
が
最
後
と
い
う
ここ

と
も
あ
っ
た
た
め
か
、
村
外
か
ら
も
問
合
せ
が
殺
到
。
注
目
を
集

と
も
あ
っ
た
た
め
か
、
村
外
か
ら
も
問
合
せ
が
殺
到
。
注
目
を
集
めめ

る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
焼
き
肉
券
が
早
々
に
完
売
し
、

る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
焼
き
肉
券
が
早
々
に
完
売
し
、
会会

場
の
東
山
樹
園
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

場
の
東
山
樹
園
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。。

第
　
回
 し
 ょ
 さ
 ん
 べ
 つ
桜
ま
つ
り

２５

葛葛会場まで続く車の列。会場まで続く車の列。満満
開は過ぎつつありましたが開は過ぎつつありましたが、、
沿道の桜たちが来場者を沿道の桜たちが来場者を出出
迎えてくれました迎えてくれました。。

滑滑今年は最終回今年は最終回にに
ふさわしく、「ふさわしく、「天天
気」と「桜」に気」と「桜」に恵恵
まれました。強まれました。強風風
が吹くと桜が舞いが吹くと桜が舞い、、
一層景色を彩り一層景色を彩りまま
したした。。

▲今年の歌謡ショーは藤　和子
さんが来てくれました。ステー
ジを降り、握手して回る藤さん
にファンの皆さんは大喜び！

▲地域おこし協力隊による○×ゲーム。
「協力隊の平均年齢は２７歳である！○
か×か？！」

（答え：× ２８歳）

滑滑▲桜まつりのラス▲桜まつりのラストト
といえば「もちまき」といえば「もちまき」。。
今年も大盛り上がり今年も大盛り上がりでで
したした♪♪

▲バーベキュースペースは空席が無▲バーベキュースペースは空席が無いい
ほどの大盛況。来場者からは「今年ほどの大盛況。来場者からは「今年のの
お肉は美味しい」と好評お肉は美味しい」と好評☆☆

5月15
日



 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

　
　
　
（
５
月
　
日
）

１１

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
５
月
号
」

烏

●５月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ほしっこくらぶ１１昌

初山別村担い手センター協議会総会１２昭

初山別村交通安全推進委員会総会
初山別村防犯協会総会
国保運営協議会

１３晶

初山別村消防団春季消防演習１４松

第２５回しょさんべつ桜まつり１５掌

ささえ愛ネットワーク会議１６捷

バレーボール結成記念大会（～２０日）１７昇

狂犬病予防注射（～２０日）１９昭

花いっぱい運動国道花壇植栽
第５６回初山別村商工会通常総会

２１松

初山別村生活指導連絡協議会
ほしっこくらぶ会場開放

２５昌

総合健診（～３１日）２９掌

５月のこ んなこ とあんなこ と

レ
ー
ボ
ー
ル
全
員
交
流
・

結
成
記
念
大
会
が
３
日
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、
全
９
チ
ー

ム
が
参
加
。
会
員
約
１
０
０
名

が
一
堂
に
会
し
、
交
流
試
合
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
は

Ａ
リ
ー
グ
：
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
Ｔ

Ｂ
リ
ー
グ
：
Ｖ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ

で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
５
月
　
日
）

１７

バ

次
回
、
６
月
８
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

年
も
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

国
道
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
１
埀１

３
２
株
を
植
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
羽
幌
道
路
事
務
所
様
・（
株
）
道
北

土
木
様
が
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
予
定
よ
り
も
早
く
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
５
月
　
日
）

２１

今

留
萌
消
防
組
合
初
山
別

村
消
防
団
の
春
季
消
防

演
習
が
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閲
団
・
機
械
器
具
点
検
・
小

型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
た
後
、
役
場
前
か
ら

初
山
別
土
建
前
ま
で
の
間
を

行
進
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出
火
を
想

定
し
た
火
災
防
御
訓
練
で
は
、
各
団
員
が
日
頃
の
鍛

錬
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。（
５
月
　
日
）

１４

北 春
季
消
防
演
習
《
初
山
別
村
消
防
団
》

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
結
成
記
念
大
会

花
い
っ
ぱ
い
運
動

《
国
道
花
壇
の
植
栽
》



羽

●
は
じ
め
に

　
日
々
の
生
活
を
影
か
ら
支
え
て
い

る「
統
計
調
査
」。
昨
年
　
月
実
施
の

１０

国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
今
年
は
６
月

１
日
を
基
準
に
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
い
ま
い
ち
調
査
の
趣
旨
が
わ
か
ら

な
い
の
に
、
個
人
情
報
を
回
答
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
の
よ
う
に
お
考

え
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
こ
で
、
今
後
も
気
分
よ
く
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
統

計
調
査
」
全
般
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
統
計
調
査
の
種
類

　
近
年
、
村
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
統
計
調
査
に
は
、
国
勢

調
査
の
よ
う
に
住
民
全
て
が
調
査
対

象
に
な
る
も
の
や
、
農
林
業
セ
ン
サ

ス
・
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
よ
う
に
一
次

産
業
従
事
者
の
方
が
対
象
に
な
る
も

の
、
現
在
実
施
中
の
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
の
よ
う
に
全
て
の
事
業
所

が
対
象
の
も
の
な
ど
、
様
々
で
す
。

　
統
計
調
査
は
数
多
く
存
在
し
ま
す

が
、
近
年
で
は
回
答
す
る
方
の
負
担

を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、
調
査
用

紙
の
簡
素
化
や
調
査
の
統
合
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
対
応
し
た
も
の

も
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

●
調
査
で
わ
か
る
こ
と

　
各
統
計
調
査
の
結
果
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
は
様
々
で
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
経
済
セ
ン
サ

ス
を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ
の
調
査
に

よ
り
企
業
の
付
加
価
値
が
分
か
り
ま

す
。
付
加
価
値
と
は
企
業
活
動
に

よ
っ
て
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
価
値

の
こ
と
で
あ
り
、
企
業
の
活
動
を
分

析
す
る
際
に
用
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
及
び
企
業
を
対
象
と
し
た
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
日
本
経
済
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
か
た
り
調
査
に
ご
注
意

　「
か
た
り
調
査
」
と
は
、
国
勢
調
査

等
、
行
政
機
関
が
行
う
統
計
調
査
で

あ
る
か
の
よ
う
な
、
紛
ら
わ
し
い
表

示
や
説
明
を
し
て
、
世
帯
等
か
ら
個

人
情
報
等
を
詐
取
す
る
行
為
の
こ
と

で
す
。「
か
た
り
調
査
」
は
、
詐
欺
や

そ
の
他
の
犯
罪
に
も
繋
が
り
か
ね
な

い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

か
た
り
調
査
の
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

は
？

①
国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
統

計
調
査
員
等
が
、
皆
さ
ま
に
対
し
電

話
や
電
子
メ
ー
ル
で
統
計
調
査
の
依

頼
を
し
た
り
、
個
人
や
世
帯
の
情
報

を
調
査
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
（
た
だ
し
、
記
入
内
容
の
確
認

の
た
め
に
市
町
村
職
員
が
電
話
を
す

る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
）。

②
統
計
調
査
員
は
、
常
に
調
査
員
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
な
い
者
が
訪
問
し
た
場

合
、
統
計
調
査
員
に
な
り
す
ま
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　「
か
た
り
調
査
か
も
？
」と
感
じ
た

時
は
、
安
易
に
回
答
せ
ず
、
役
場
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

統
計
調
査
と
は
？

特 集

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏号号号号号号号号号号号

ちょっと気になる話

垢：調査に答える義務はあるの？

栽：「統計法」では基幹統計調査を受ける人

には調査票に回答する義務を、また、調査

を実施する関係者には、調査によって知っ

た事を他に漏らしてはいけないという守

秘義務を規定しています。さらに、これに

違反したときは、それぞれに罰則が定めら

れています。日本の未来を決める大切な

調査ですので、皆さんご協力お願いします。

【参考】

・『統計２０１６』

　　発行：一般社団法人　日本統計協会

・『総務省の「今」を伝える情報誌 総務省』

　　発行：総務省

・総務省統計局ホームページ（５月１９日閲覧）

　　http://www.stat.go.jp/index.htm

・経済産業省ホームページ（５月２０日閲覧）

　　http://www.meti.go.jp/



迂

■平成２７年度下半期（Ｈ２７．１０．１～Ｈ２８．３．３１）

一般会計　歳出 （単位：千円）

執行率（％）支出済額構成比（％）予算現額科　　目

５７．６２１９０．１３８０議 会 費

９８．８４５，５３２８．７４６，０９２総 務 費

８８．７２１９，８７７４６．９２４８，０１３衛 生 費

１００．０２２４，６５３４２．４２２４，６５３公 債 費

０．００１．９１０，０００予 備 費

９２．７４９０，２８１１００．０５２９，１３８合　　計

一般会計　歳入 （単位：千円）

執行率（％）収入済額構成比（％）予算現額科　　目

１００．０４６５，２４２８７．９４６５，２４２分担金及び負担金

（１００．０）（１３７，６１８）（２９．６）（１３７，６１８）（苫　前　町）

（１００．０）（２４８，９６２）（５３．５）（２４８，９６２）（羽　幌　町）

（１００．０）（７８，６６２）（１６．９）（７８，６６２）（初 山 別 村）

１００．９２８，４９０５．３２８，２４０使用料及び手数料

８８．０９，６７５２．１１１，０００財 産 収 入

１００．０２３，６１４４．５２３，６１４繰 越 金

１３７．３１，４３１０．２１，０４２諸 収 入

９９．９５２８，４５２１００．０５２９，１３８合　　計

組合の借金（組合債）
現残高（千円）区　　分

３６０，６２５ご み 処 理 施 設

１１８，７５２火 葬 場 施 設

４７９，３７７合　　計

　羽幌町外２町村衛生施設

組合では条例に基づいて、

予算の執行状況等をお知ら

せしています。

　これは、組合の財政を

知っていただき、組合運営

へのご理解とご協力をお願

いするものです。

　なお、平成２７年度下半期

の数字に５月末までの収入、

支出が加わって最終の決算

額となります。

羽幌町外２町村衛生施設組合　財 政 状 況

　平成２８年度予算について

は、前年度と比較し、８，９４６

千円の減額となっておりま

す。

　減額となった主な要因は、

羽幌町で新たなし尿処理

（ミックス事業）がスター

トし、組合のし尿処理施設

が廃止されることから、施

設閉鎖後の安全対策等に要

する費用が増額したものの、

し尿を処理するための経費

やきらりサイクル工房、は

まなす聖苑の維持管理費用

（燃料費など）の減による

ものです。

一般会計　歳出 （単位：千円）

増減平成２７年度構成比（％）平成２８年度科　　目

△８９３８００．１２９１議 会 費

１，０６９４６，５７３８．８４７，６４２総 務 費

△９，７３１２６６，７０６４７．６２５６，９７５衛 生 費

△１９５２２４，６５３４１．６２２４，４５８公 債 費

０１０，０００１．９１０，０００予 備 費

△８，９４６５４８，３１２１００．０５３９，３６６合　　計

■平成２８年度羽幌町外２町村衛生施設組合一般会計予算

一般会計　歳入 （単位：千円）

増減平成２７年度構成比（％）平成２８年度科　　目

△３，１９４５１６，６０８９５．２５１３，４１４分担金及び負担金

（△１３０）（１５３，０８２）（２９．８）（１５２，９５２）（苫　前　町）

（△３，２９１）（２７６，２３０）（５３．２）（２７２，９３９）（羽　幌　町）

（２２７）（８７，２９６）（１７．０）（８７，５２３）（初 山 別 村）

△２，７５２２０，５９４３．３１７，８４２使用料及び手数料

△３，０００１１，０００１．５８，０００財 産 収 入

０１０００．０１００繰 越 金

０１００．０１０諸 収 入

△８，９４６５４８，３１２１００．０５３９，３６６合　　計



　様々な方と懇談する中で、協力隊の定住や克雪管理センター改修後の中身、新法人の事業に興味を示して下

さっている方が何人もいらっしゃることを知り心強く思っています。今回の記事を読まれてのご意見や疑問点な

ど、ぜひお聞かせください。私達にとって一つの「挑戦」。皆様が一体となって地域活性化へ前向きに取り組める

よう、できる限りのことをしたいと思います。

雨

　老若男女あらゆる方々が気軽にそして自然に集う場づくりを目指し、克雪管理セ

ンターは『多世代交流拠点施設　繋小屋』として生まれ変わります。

　「ムラ・カフェ」であったり「繋小屋」であったり、はたまた運営主体が「新法

人」であったり。そしてそれを協力隊がやるらしい…これらのことを協力隊＆新法

人を動かす者の「代表」としてお伝えします。【佐古】

初山別村克雪管理センター内
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　５月１９日の村民会議は、現在簡易郷土資料館となっている旧豊岬中を会場に、廃

校活用をテーマとして開催しました。

　その中でも取り上げましたが、８月１５～２５日に旧豊岬小・中を会場に、絵画や初山

別に関する写真の展示、カフェの営業などを盛り込んだイベ

ントを計画しています。期間中に限らず、実際に皆さんで旧豊

岬小・中を使いながら将来的な活用を考えていけると良いのではないかと考えています。

　８月のイベントやそれ以外の活用についても、皆様からのアイディアや一緒に取り組

んでいただける方、絶賛募集中です。【佐古】

『克雪管理センター』から『繋小屋（つなごや）』へ

『繋小屋』ではどんなことをするの？
　繋小屋ではまず、改修によって新設するコミュニティカフェを営業します。初山別村における地方創生の

施策の一環として呼ばれてきた「ムラ・カフェ」がこれに当たります。

　しかし、繋小屋の中身はそれだけではありません。誰もが利用できる大小のフリースペース３室や、昨年

行った青空市のように地域で収穫された野菜などを販売できるスペースも備えます。

　会合やサークル活動、子供の放課後のたまり場、出かけた帰りにコーヒーを飲みながら一休み、中で働い

ている人達とおしゃべりしに来る、どれももちろんＯＫ。繋小屋ではとにかく多くの方が様々な使い方をし
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

てほしい。多くの方が顔を合わせることによって様々な交流を作っていきたい。繋小屋での予定事業として
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫
掲げているコミュニティカフェや自学塾などは、繋小屋の目的を達成するための利用方法の「一部」です。

協力隊の新法人とは？なぜ法人を設立するの？
　設立する法人は、地域活性化を大目的とした非営利の一般社団法人であり、繋小屋で行うコミュニティカ

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫
フェや自学塾なども事業の一つとなります。協力隊が今、新法人を設立しようという考えに至ったのは主に

以下の２つのことからです。

煙定住のために

　協力隊の任期終了後は、協力隊に代わる生計の糧を得なければなりません。過疎地で自立し定住するため

には、協力隊の任期中から、協力隊の報酬ありきではなく一定の収入を得る術を経験的に身につけられると

良いと考えました。有償で地域に貢献できる事業を実践しやすい環境づくりのため、協力隊も構成員に含ん

だ法人を設立することにしました。また、協力隊の任期終了後も引き続き地域活性化の仕事を行うという定

住の選択肢を設けることも一つの目的です。

煙誰でも地域活性化の仕事ができる

　制度上、地元の方が協力隊になることはできませんが、地域のための活動が地域に根差し継続していくた

めには、地元の方のご参加・ご協力が不可欠です。また、限られた人数の協力隊では正直、手が回らないこ

とも出てきています。地域活性化を目的とした法人を設立することによって、地元の方を含め誰もが「仕事」

としてまちづくりに参加でき、地域をパワフルに支えられるようになると考えました。

『繋小屋』とは？
　克雪管理センター改修後のいわゆる建物の愛称です。

　「多世代交流拠点施設」と謳っているように、繋小屋はま

さに「多世代交流＝繋」＋「拠点施設＝小屋」。村内の方々

を中心に多くの方が気軽に訪れ、多くの出会いや交流が生

まれるような施設づくりを目指します。



卯

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
初
山
別
村
で
は
お
口
の
中
の
健
康

維
持
の
た
め
、　

年
度
よ
り
歯
科
健

２８

康
診
査
を
始
め
ま
す
。

毅
対
象
者

①
　
才
以
上
（
後
期
高
齢
者
）
の

７５方
（
毎
年
）

②
　
年
度
に
節
目
の
年
齢
に
な
る

２８方
（
　
・
　
・
　
・
　
才
）

４０

５０

６０

７０

③
妊
婦

　
後
日
、
対
象
の
方
に
個
別
通
知
し

ま
す
。

毅
実
施
場
所

　
初
山
別
歯
科
診
療
所

毅
実
施
内
容

①
口
腔
内
検
査
（
維
持
し
て
い
る

歯
・
抜
け
た
歯
の
状
況
、
歯
周

病
の
状
況
、
口
の
中
の
清
掃
状

態
な
ど
を
検
査
し
ま
す
）

②
結
果
の
説
明
と
保
健
指
導

③
歯
石
の
除
去
（
歯
の
あ
る
方
）

毅
料
　
金

　
①
　
才
以
上
　
　
～
４
０
０
円

７５

　
②
節
目
の
年
齢
・
妊
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
０
０
円

　
６
月
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

大
切
な
歯
を
守
る
た
め
、
今
年
度
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
方
も
、
年
に
一

度
は
、
歯
科
医
で
お
口
の
中
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
歯
周
病
予
防

　
口
の
中
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と

で
、
歯
周
病
菌
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

正
し
い
歯
み
が
き
を
 

　
　
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う

　
口
の
状
態
に
合
う
歯
ブ
ラ
シ
で
、

歯
を
１
本
づ
つ
丁
寧
に
み
が
き
ま

し
ょ
う
。

　
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

も
役
立
ち
ま
す
。

①
歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
か
た

　
ペ
ン
を
も
つ
よ
う
に
歯
ブ
ラ
シ

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
こ
の
持
ち
方

な
ら
、
無
理

な
力
が
入
り

す
ぎ
ず
、
歯

や
歯
ぐ
き
を

傷
つ
け
な
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
が
出
来
ま

す
。

②
歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
か
た

　
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
軽
く
当
て
、

小
刻
み
に
振
動
さ
せ
ま
す
。

み
が
く
順
番
を
決
め
て
 

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

　
み
が
く
順
番
を
決
め
て
お
く
と
、

み
が
き
残
し
が
無
く
効
果
的
な
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

１
日
１
回
は
じ
っ
く
り
 

　
　
　
　
　
　
　
歯
み
が
き

　
食
べ
た

ら

歯
磨
き
が
基

本
で
す
。ま
た
、

１
日
１
回
以

上
は
時
間
を

か
け
て
歯
み

が

き

を

し
、

歯
周
病
菌
の

巣
の
プ
ラ
ー

ク
（
歯
垢
）
を

取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



鵜

　
豊
岬
の
旧
校
長
住
宅
に
て
受
け
入

れ
て
い
る
移
住
体
験
「
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
」
に
、
大
阪
府
か
ら
杉
本
孝
雄

さ
ん
ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

滞
在
期
間
は
６
月
　
日
　
～
７
月
　

２３

（木）

２２

日
　
の
１
ヶ
月
間
で
す
。

（金）
　
杉
本
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
町
内
会
行

事
へ
の
参
加
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
の

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

村
の
方
と
の
交
流
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
そ
う
な
の
で
、
皆
様
、
お
声
か

け
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
初
山
別
村
企
画
振
興
係
）

　
覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物
を
乱

用
す
る
と
、
身
体
や
精
神
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
幻
覚
や
妄
想
に
よ
る
殺
人

事
件
や
、
薬
物
の
購
入
代
金
欲
し
さ

に
よ
る
強
盗
事
件
な
ど
を
犯
し
た
り
、

重
大
な
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

り
す
る
な
ど
、
乱
用
者
本
人
の
み
な

ら
ず
、
周
囲
の
人
、
さ
ら
に
は
社
会

全
体
に
対
し
て
も
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　「
ハ
ー
ブ
」、「
お
香
」、「
ア
ロ
マ
」

等
と
称
さ
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
危

険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
も
、
麻
薬
や

指
定
薬
物
等
の
違
法
な
薬
物
が
混
入

し
て
い
た
り
、
人
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
薬
物
が
含
ま
れ
て
い
る
商
品
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
吸
引

し
て
意
識
障
害
や
呼
吸
困
難
を
引
き

起
こ
し
死
亡
し
た
り
、
交
通
事
故
を

発
生
さ
せ
た
事
案
も
全
国
各
地
で
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　
薬
物
の
手
は
あ
な
た
の
周
り
に
も

忍
び
寄
っ
て
お
り
、
一
度
だ
け
と
い

う
好
奇
心
や
遊
び
の
つ
も
り
で
も
、

薬
物
の
強
い
依
存
性
に
よ
っ
て
、
自

分
の
意
思
で
は
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
薬
物
の
使
用
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
薬
物
に
関
す
る
情
報
が
あ

れ
ば
警
察
署
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署
　
　
倆
１
１
１
０

６２

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
の

は
、
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
し
て
い

る
方
で
す
。

・
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
方

２０

６０

・
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
（
農
業
者
年
金
加
入
者
除
く
）

・
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

※
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て

い
る
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方

６０

６５

も
加
入
で
き
ま
す
。

◎
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

①
掛
金
の
全
額
が
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
老
後
に
受
け

取
る
年
金
は「
公
的
年
金
等
控
除
」

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
け
取

る
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
分
に
合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で

き
ま
す
。

③
保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保
証
期

間
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺

族
の
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

詳
し
く
は
北
海
道
国
民
年
金
基
金

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
倆
６

５
倆
４
１
９
２
）
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
知
ら

お
知
ら
せせ

Ｋ
の
潜
入
記
④
～
ま
つ
り
ま
つ
ら
れ
～

　
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
担
当
の
「
Ｋ
」

と
申
し
ま
す
。
広
報
作
成
や
取
材
時
に

感
じ
た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
祝
・「
桜
ま
つ
り
」
開
催
！
　

会
場
の
桜
は
葉
桜
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
ん
で
く

だ
さ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
祭
」。

昨
年
６
月
、
広
報
担
当
に
な
り
た
て
の

頃
、
慣
れ
な
い
公
用
車
を
運
転
し
て
豊

岬
稲
荷
神
社
へ
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
周
り
か
ら
は
「
神
輿
が
鳥
居
か
ら

出
る
と
こ
ろ
が
写
真
の
狙
い
目
」
と
事

前
知
識
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
い
も
の
で
す
ね
。

（
当
時
の
感
覚
で
は
）
大
き
な
カ
メ
ラ

を
持
ち
、
あ
ん
な
に
回
り
込
ん
で
撮
影

し
た
の
に
写
真
は
ほ
ぼ
ブ
レ
ブ
レ
。

「
自
他
と
も
に
納
得
で
き
る
写
真
」
を

撮
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
撮
り

た
い
で
す
ね
。
鳥
居
と
神
輿
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。

　
そ
も
そ
も
、
Ｋ
に
と
っ
て
の
「
お
祭
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
提
灯
・
屋
台
・
和
太
鼓
・

人
混
み
・
迷
子
だ
っ
た
た
め
、
村
の
お

祭
が
新
鮮
で
し
た
（
注
：
過
去
に
Ｋ
が

迷
子
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
ろ
う
じ
て
）。
昼
間
に
神
輿
を
か
つ

い
で
、
自
分
の
住
む
ま
ち
を
練
り
歩
く

と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
村
な
ら
で

は
の
名
物
に
感
じ
ま
し
た
。
玄
関
を
開

け
た
ら
獅
子
舞
が
い
る
風
景
も
、
な
か

な
か
だ
と
思
い
ま
す
。

結
論
：
そ
う
だ
、
獅
子
も
撮
ろ
う
。

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
体
験

者
の
方
が
来
ま
す

薬
物
乱
用
の
防
止

薬
物
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
国
民
年
金
基
金
」



窺

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

ご 結 婚

５／１４　大　家　　　翼（上川郡愛別町）

　　　　長谷川　貴　代（有　明）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２８年７月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○○○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋院長代行第４水曜日（２７日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

渡部整形外科
渡部院長

第２・４火曜日（１２日・２６日）午後
整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第１・２・４月曜日　午前・午後
（４日・１１日・２５日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼科（完全予約制）

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（６日・１８日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より毎週木曜日　午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

ひ と の う ご き

～平成２８年５月末～

人口と世帯数
人口 １,２４５人 （△１人）
 男 ６００人
 女 ６４５人
 世帯数 　５７５世帯 （△１世帯）

（　） は前月比



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（６／１０～７／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（６月号）１０晶

６

月

１１松

１２掌

１３捷

１４昇

豊岬稲荷神社祭（宵宮際）１５昌

豊岬稲荷神社祭（本際）１６昭

１７晶

１８松

１９掌

２０捷

２１昇

２２昌

予防接種
乳幼児健診

２３昭

広報配布（お知らせ版）
破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２４晶

２５松

２６掌

２７捷

２８昇

ほしっこくらぶ会場開放日２９昌

３０昭

ＭＲＩ健診（自然交流センター）１晶

７

月

ＭＲＩ健診（　　　〃　　　　）
道路一斉清掃（初山別地区）
豊岬海水浴場海岸清掃

２松

３掌

健診結果説明会（有明母と子の家・自然交流センター）４捷

健診結果説明会（豊岬館）５昇

６昌

予防接種７昭

８晶

９松

１０掌

初山別稲荷神社宵宮祭１１捷

初山別稲荷神社本祭
広報しょさんべつ配布（７月号）

１２昇

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の

悩み」を親身になってお聴きし、あなたに

合った解決方法を提案します。また、預

金・融資、保険など金融全般のご相談も受

け付けます。無料・予約不要です。

記

受付日時：６月２９日（水）午前９時～１２時

会　　場：留萌振興局

　（住所：留萌市住之江町２丁目１番地２）

お問い合わせ：０１１－８０７－５１４４　または

　　　　　　　０１１－８０７－５１４５

　　　　　　　北海道財務局相談員直通

　　　　　　　（午前９時～午後５時）

主　　催：北海道財務局・旭川財務事務所

共　　催：留萌振興局

・秘密は厳守いたします。

・当日お越しいただけない方につきまして

も、下記の常設窓口で相談を受け付けて

いますので、お気軽にご相談ください。

　◎借金・金融一般相談

　　・多重債務者相談窓口

　　　緯 ０１１－８０７－５１４４

　　・金融ほっとらいん

　　　緯 ０１１－８０７－５１４５

　　・中小企業等金融円滑化相談窓口

　　　緯 ０１１－７２９－０１７７

「借金・金融一般相談会」
のお知らせ

ご厚志ありがとうございます

【一般寄附】　立　野　保　治 様


